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1• 特にま意しでいただきたいことほ全のために必ずお守りください) 


この取ま及説明書および製品への表示では、製品を安をに正し<お使いいただき、あなたや他の人々への危害やお産 
への損害を未然に防止するためじ、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになっています。 
内容をよく理解しでから本でをお読みくださレ。 


A 危険 
A 警告 
A 注意 

給表示の例 


この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が死亡、重傷を負う危換、または义孤の危険が差し 
迫つでをじることが想定される内容を示しでいます。 

この表示をお視しで、誤った取り扱いをずると、人び死亡、重傷を資ラ可能性、またば乂災の可能性び 
想定される內容を示しでいます。 


この表示を無視しで、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される 
巧容を示しでいます。 


企 

( 8 ) 


A 記号はミ主意を促す内容びあることを當げるちのです。 

國の中に具体的なミ主意内容(左図の場合は一舶のな注意)が描かれでいます。 

( S ) 記号は禁止の巧為であることを告げるちのです。； 

図の巧や脚旁に具がのな禁止の容(を図の場さは乃ソリン禁止)び描かれでいます。 
⑩ 記号は行為を指示する两容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示の客(を図の揚さは一般的な行為の指示)び描かれでいまず。 



ガソリン厳禁 




ガソリンなど揮発性の高いミ由は、絶娜こ 
使用しないでください。 

♦乂がの原因になります。 

スプレー宙 厳禁 

《苗鍵り 

スプレー生や力じツトこんろ巧ボンベな 
どを、温風のあたるところに放置しない 
でください。 

熱で宙の圧力び上びり、爆発しで危険です。 


巧類の乾燥厳禁 



0 


巧類などの乾燥には使巧しないでくださ 
い。巧類び落下しで义びつき、义がの原 
因になります。 


告 (WARNING) 


給排気筒(管、ホース） 

外れ危属 

邸 R 冠! : • 

理 Q 

給排気筒（管、ホース）び外 
れたまま使巧しないでくだ 
さい。 

がれでいると運転中に排ガ 
スび室内にちれで、危険です。 


給排気筒トップ 

閱そく危険 



0 


給排気筒トップの周りが雪 
でふさびれたままで使箱し 
ないでください。ふさがれ 
でいると含は、除雪しでく 
ださい。閱そくしでいると 
運転中に排ガスび室内にち 
れで、危険です。 


湿風吹出口をふさびない 




0 


ス I -ーブの前に干し物を掛 
けたり、カーテンなどで背 
面の空気取入□びふさがれ 
ると、本体か>過熱しで、操 
作部か f 変形したりやけどや 
故障-破損するなど大変危 
険です。 


iilli 


巧類、紙などで温風吹出 □ 
や空気取入□をふさカザぶい 

マくドゴ f 、 

巧類、紙などでふさぐと、 
異萬燃焼や火災の原因にな 
ります。 








1. 特にを意しでいただ芝たいこと(まをのために必ずお守 0 ください) 


么注意に AUTION) 


力ーテン-可燃物近接禁止 


異常時使用禁止 


曾 


0 



0 


カーテンや燃えやすいちのをおブけないでくださし、。 
火災び発生するおそれびありまず。 

巧燃物との離隔距離についでは標準据え巧け図例 
の6ページ）を参照しでください。 


給油時消乂 


巧一異萬を感じたとぎは、使巧しないでください< 
異常燃焼のおそれか‘あります。 


温風に直接あた!5ない 



綾 


I® 



0 


給油は、必す消乂しでからおこなつでください。 温風に直接長時間あたらないでください。 

义災のおそれびありまず。 低温やけどや脱か症状になるおそれびあります。 


高温部接触禁止 

論 f 


0 


分解修理の禁止 






燃焼中や消义直後は、高温部(ストーブ前面や枠 
上部前面など)、給排気筒トップに手などふれな 
いでください。やけどのおそれがあります。 


故障、破損したら、使巧しないでください< 
不完全な修理は、危険です。 


腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたり i 
しないでください。機器の故障やや \ 
けどのおそれカタあります。 

機器の上に花びんやかを入れたちの 
などを置かないでください。水がか 
かると漏電や故障のおそれカタあります。 


0 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖房 
巧の熱交換器などを取りはけないでく 
ださい。 

义がや排ガスが室内にちれる原因とな 
り危険です。 


0 








1. 特に注意しでいただきたいこと(ま全のために必ずお守りください) 


么注意 (CAUTION) 


電源コードを傷めない 



0 


電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたり 
しないで < ださい。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持って 
引き抜かないでください。 

义災や感電の原因になります。 


長期間使用しないときは 
電源プラグを振く 

長期間使巧しないと黃又は保管すると 
きは、必す電源プラグをコンたントか 
らおいでください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 


な油の保管 

灯油は、义気、雨水、ごみ、高温およ, 
ぴ直射曰光を避けた揚巧に保管しでく (1 
ださい。ガソリンなどといっしよに保 
管しないでください。 

誤っで使巧すると異萬燃焼や乂災のお 
それびあります。 


フィルタをはずしての運転禁止 

巧流用送風磯のフィルタをはすしたが . 
態で運転しますと、カーテンなどを卷 ( 
ぎこんで义災になるおそれがあります。> 
また手などふれるとけ力 《 をするおそれ 
びあります。 



0 


電源の接続 

電源は適正配線された単ホ目 100 V のコ 
ン t ント外は使用しないでください t 
発熱-発火の原因になります。 

電源コードは、途中で接続したり延長 
コードの使巧‘他の電気器具とのタコ 
足配線をしないでください。 

発熱 • 発乂の原因じなります。 


0 


電源プラグは確実に差しこむ 



電源プラグはコンじントに根元まで確実に差しこ 
んでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは使用 
しないでください。 

义がの原因じなりまず。 

めれたをでの抜き差しはしないでください。 

感輩の原因になります。 


電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを振き、ほこり Jfijk 
及び金属物を除去しでください。 11111 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良 
になり乂災の原因になります。 


変質な油禁止 

変質灯油、不純灯な（ちれたな油、か 
の混じつでいるのミをなど）を使巧しな 
いで < ださい。 

異常燃焼や故障のおそれが'あります。 


指や棒を入れないで 

温風吹出□や空気取入□などに指や異 
物を入れないでください。 

クガや乂災の原因じなります。 


0 


0 


初めてお使いになるとをの注意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料 . 
などび焼きがくまで煙と臭いび出ます 。I 
しばらくの間、窓をあけで部屋の換気 
をおこなつでください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場 
さび害えられますので、この間は、部 
匡に入れないでください。 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 

給排気筒トツプの近くに、な油や可燃物など引火のおそれ 
のあるちのを置かないでください。 

火災のおそれびあります。 





1. 特に注意しでいただぎたいこと(まをのために必すお守 0 ください) 


お願い ( NCmCE ) 

機器を廃棄するときの注意 

ストーブを廃棄処分するときは、定ミを面器のな 
油を抜き取っでください。 （19 ぺージ） 

な油び入ったまま廃棄するとリサイクルの際に 
思わめ事故になるおそれか*あります。 

V_ 

口油の廃棄 

なミ巧の廃棄処分は、巧ミ由をお買い巧めになった 
販売店にごホ目談ください。 

ノ 


2•使用する場所 


ストーブを安をに使巧するためには、場所の選定か*大切です。 


ま全に使用ずるために 



A 

0 


>マントルピースなどに据えなける穏含は、標準据え 
巧け例にしたがつでください。（如〜27ぺージ参照） 

>標高が1 500 mJ ^ 上の場所では使巧しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足し 
ます。）高地で使巧される焉台は調藝力 《 必要です。 
(詳しくは、工事説明書( :實地または延 長給排気で使 
用の場含）をご覧ください。） 


巧)栗的に使用するために 


窓の下や壁面に 設置 

•外気に接する窓の下や壁面に置くと、冷気びストーブで暖められ、 
温風としで巧流しますので効果的です。 

♦出入□など人の通るところは、ぶつかると危険でずので避けでく 
ださい。 

•部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を/む;びけましょラ。 

湿風の流れをさまたげないでください 

• r ご注意 I 温風吹出し□の前面に障害物を置かないでください。 
障害物があると部屋の温度にむらができるばかりでなくストーブ 
本体の温度び上昇しで危険です。^ 

♦温風吹出し□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 



















3 •各部の名称 

W 夕卡観図 


上画板 

運攝スイッチ 

操作部 
(ウイングポクット） 

表示部 

定油面器リたットボタン 



電源.コード 


とつで 

本体固定金員 
を側板みた 
給が気筒 
給排気筒ぶた 
給排気□ぶ、た 

給気ホース(巧部） 

排気营おけ検巧用リード線 
(巧部） 


構造 


機巧サー=スタ 



巧流巧送風機(巧部) 

放熱器 
スクルトン 
燃焼リング(内部） 
燃焼届送風機 
フレ ーム □ッド 
ポツトバーナ 
気化筒(巧部） 

サーモスタット 


過熱防让サーモスタット 

表示サー S スタ(的部） 

ブリント配線板 

点义プラグ 

電磁ポンプ 

イグナイタ(巧部） 

スピーカ 

巧震白動消乂装置 
(巧部） 

送油管 

定ミ由面器 

















•たーブ運転中は点なし、辭隙すると消 
なします。 

•室温設定を10で （ F 点設定）にすると 
自動的にじーブ運輯になり点なします。 


ーブ選捉表示ラシブ(撼) 


■表示部のおるさ調節 

参時計調節スイツチを「通常」にをわせで「時」ボタンを}甲しなか*ら「分」ボタンを押すこと 
により、表示部の明るさを2段階に調節することび出来ます。 


• タイマー運転中は点巧します。 

• タイマー運捉停止かは消なします。 


タイマー表巧(青） 
タイマー選輯表示ランプ(ホ） 


待機時碧電力表示ランプ(撼) 


• 現を時刻を表示しでいるとさは点滅し 
でいます。 

•タイマーじツト時刻を表示しでいると 
きは消阿します。 


• 室温設定ボタンで設定した室湿をデジ 
タル表示します。 

•ストーブにトラブルが発生すると、卜 
ラブルの力巧か’記号表示（自己診斷モ 
二夕）されます。 


時計動作〕□ン(青) 


設定室適表宗(養) 


• 通常は現を時刻を表示します。 

• タイマー運黯時はタイマーたット時刻 
.を表示します。 


* 着乂確認後点なします。 

• 現在燃焼中の乂力の大ささを表示しま 
す。 


時刻表示(青) 


•運輯スイツチを押しで「切]」（且）にす 
ると点灯し消火します。 

• 燃焼室び冷却すると消なします。 


•運輯スイツチを巧しで「入」 （ Jt ) じし 
たとぎまたはじーブ消乂後に再な火す 
る際に点なし、運転(点火）します。 
•着火確認後消なします。 


消义表示情) 


点火表お(帝お; 


• じーブ運転中(こ室温び設定温度より約 
3 で上昇ずると点なし消乂します。 

• 窒温び設定温度にまで下か’ると消灯し 
点火動巧を始めます。 


• 押す(■〇と運転(点乂)します。（ピツ旨) 
• をう一度押す ( A ) と消火します。 

ロブツ音) 


たーブ消义表示(青) 



■ r 音声お知らせ J の內容 

参通常の運転操作（「点火」•「消火」•「タイマーたツト」）をおこなラとき、でさと同時に音声 
( "点乂します"’"消乂します"’"タイマーじツトしました"）で操作状態をおがらせします。 


じい 

J r 
ドれ 
_ さ 
モ約 
力節 
電。が 
曾す力。 
r ま電す 
をし費ま 
チ阿消し 
ッ点に示 
イ、時表 
スさ止を 
力と厚と 
電た輯こ 
省し運る 










































































3 •を部のち称 __ _ 

r ウイングポケット巧操作部の名称と働き 


■ウインクポクツトの開閉 ■操作音について 


参ウイングポケットを軽く}甲しこむと、ゆつ•操作ボタンを押すとブヴー音びします。 
くり出できます。操作後軽く}甲しちどすと 参誤操作をするとピピッ音びします。 


□ツクしで止まります。 

操作するどきが州ま'、閒じでご使おくだざしん :: i 



: ， ! li;i; ドリ 【: 

' ぶ I 




■ r 音声お知らせ J の消音方法 


•時計調節スイツチを「通常」じ合わせで「時 J ボタンを押しなびら「たーブ運乾」ボタンを 
巧すことにより、惜声お知らせ」を消音ずることび出来ます。 

mm 
















































































燃料は必ずなミ由 （ J 旧1岩な油）を使巧しでください。 

• 应營告1 ガソリンなどの擇凳性の高い油は、义災の原因になりますので絶巧に使巧しないでください。 

A 「八ち1巧苗•け社 クちわナ -iKT クホ，レ/7\巧い A ァ,、文,け；ホゎ*ぃ1斗 Ml み4,—お？田 r ，、っ r ノ心一^,、 


参 IA 注意 I 変質口油、ミ号れたの油、かの混じっているな独などは、絶规こ使用しないでください。 
• ま意 I 灯油は、必す乂気.雨か.ごみ.高温および直射曰光をさけた場所に保管しでください 


0 


な油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、息をふさかけ 
まず 

(义の気のない巧でおこなつでください。） 



変質な油•不純灯油とは • 


巧シーズンよ長期間曰巧に容器のふたび水.ごみやな 
り持ち越しのあたる巧や温開けであったり、油ながの巧び 
な油 度の高い巧に則白色のポ U ほんのわすか 

保管したな;巧容器でな管しでち混入した 

/■V ィ — V た口油ク、口'庙ゾ 


画 


0 0 に…。® 





かやな参極度に変質したち 
り’巧びのは、黄を味びか 
つたり 、すっぱい 
、した においびします。 

P •必すな油巧のポリ 

タンクをお使いく 
ださい。 

水•ご^ガソ y ン ’1 •好油はシーブン中 
? LSJ に使いきりましょう。 


■密質灯ミ田や不純灯■油を使用すると… 

♦油の程度にちよ.りまずが、燃焼不良をおごしたり、.'ストーブの損傷を韋お、故障の原因になります。 
♦かやごみが送ミ由経路に流れ.こみ、::燃焼不良や着义不良の原因になりまず。;,!: 

■万一変質な油や不純な油を使用したときは…;.， 

^麵し辟めの职売替禅:轉く明皆を客蠻ご相画□顯連絡ください 。：: 'T 


た注意 I ♦変質巧油、不純ロミちが原因で修理を巧頼されたときは、保說期間申でち保証の対象夕化なり 

.. まず。..；. 一...:::'',.,''.: ■ -i ; ^ ^ J ；；;； 

•変質な油の処理でお困りの場合は、な油をお買い巧おの販売店にご相談ぐださい。 



給油 



■給油の隐の手順とま意 



給油器具 


給な□ふた 
ミを湿計 

ち油バルブ 
? J < グージ 
か巧ぎパルブ 


•送ミ曲バルブを閱じで給ミ由□ふたをはすし巿販の給油器具 
でな油を給;'由しでください。 

ミ由量計の針び「満」をさしたら給油をやめでください。 
垂給ミを□ふたを必すちとどおりに締めでください。 
•給油の際に、か、ごみなどを入れないよラ特にミ主意しで 
ください。 


油タンク 


■給油□ふたは、お実に締めてください。 
■こぼれたな油はよくぶきとってください。 






















4 •使巧前の準備 


■燃料切れのを意と空気巧ぎの方法 

油タンクを空にしないよラにを意しでください。 

油タンクをいつたん空にしますと、送;'由経路巧に空気びたまり、正常に送油びできなくなるこ 
とが'あります。このよラな場合には巧の順唐で空気抜きをしでください。 

1. ミ由タンクに給油します。 

2 . ストーブのゴム管□から、コ乂^製送ミを管をはずします。 

3 . ゴム製送ミを管から油； y 連続しで流れ出ることを確かめで 
からゴム製送油管をちとどおりにストーブに取り付けま 
ず。（油びこぼれないよラに容器を用意しでください。） 



運乾開始前の準備と確認 


■まを装置のたット、取扱上の注意 



定猫面器リたツ K 
ボタン（ホを） 


定細面器のせット 


初めで使用するときやシーズン祝めには、ス I -ーブ正面ち下の定 
油面器リたットボタンを押しでください。 

①是しこまれでいる前面ガードのち下の□ッドを上へ押し上げな 
びら字前にはすし、巧に右上の□ッドち下げではずしでくださし、。 
⑤前面ガードを手前に開いでください。 

⑤ストーブ正面ろ下の窓から見える定ミを面器リじットボタン(ホ色） 
を下へ}甲しでください。 

参 I 」じットボタンは据え巧け時やシーブン初めに操作します。 

を油面器に強い衝撃をちえたり異常があったときむ外は、 

:特に操作する必要はありま世ん。乃一、:点义操作後な油が. 
江!ずにモニタサイン E 2が案示されるよラな場合はリじッ 
トボタンを押しでください。 C 安全巧がはすれ、な油がス 
ムーズに流れます。） 

•リたツトボタンは乱讓に扱ったり、巧したままの状態には 
絶巧にしないでください。 


■送油経路の油ちれのお認 

♦油タンクや送ミを管の接を部などから油をれ力すないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 

• 「 A ミま意 1 電源プラグをコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 

参電源 コー ドが給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認し でく ださい。 

I ごを意] 電源プラグ.コードの発熱.発乂を的ぐために… 

♦電源は必す適圧配線された単相 100 V のコンたントを使巧しでください。 

♦輩源コードは、途かで接続レたり延長コードの使巧‘他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 







•ウインク'ポケット巧の乂力調節つまみで「自動運転」と「手動運転」か'設定できます。 
ご希望の運転ちをでご使用ください。 


。量塑壓慶 

■义力調節「自動選輯 J の場含 



义力調節つまみを r 自動 J にきわせる 

参ルームサーモによる自動運觀となり、設定室温に自動調節されます。 
/ルームサーモは、できるだけ部屋の温度を巧表できる 
'^位置に取り巧けでください。 ) 

運掠スイツチを巧しで r 入 J にする 

参"点乂します"の音声と同時に「点乂します J と「設定室溫」び表示されます。 
参を熱が完3すると自動点乂し、表示び 1" 燃焼中」に変わると温風が出ます。 


li 

if llli^ 


•着乂時、.赦電音と同時に着义音を諸するごとびありまず 
:び、;異常ではありませ/ W ; 

•点乂操作から放電(着乂）まで、室温(ごよりず熱時間が 
多少変化，しまずが、約2おかかりまず 。: i 
隹着乂後温風び出始めます。 

♦運輯スずツチを「入」にしたとき、タイマー表お様お 
.•時刻に遲輯しまず」が点なずる場をは、;クイマー運転ど 
なりますのでタイマーじットボタンを押しでタイマー運 
転を解除してくださし V . 


■义力調節「寺動運お j の場を 

I 义力調節つまみを「微か J から r 大 J の 
間のご希望の位置に含わせる 


運転スイツチを巧しで「入 J にする 

•"点乂します"の音声と同時に「点义します」び表示されます。 
•ず熱び完： J すると白動点乂し、表示力可燃焼中」に変わると 
温風び出ます。 

•乂力調節つまみの設定乂力で燃焼します。 

111111 



運乾開始(点火) 


5.使用方法（使い方) 

















5 .使用方法（使い方) 


ウイングポケット巧の火力調節つまみを「自動 J に含ねせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定 
室温に自動調節されます。表示部に設定室温（ので）び表示されますので巧のように調節しでください。 

•室温設定ボタン「高め」を押すたびに1で上昇します。 
(上限29で） 

• 「低め」を}甲すたびに15でまでは1ですつ下びり、巧で 
からはいきなり10で （ F 点設定）となります。 

•10 で設定の場含は自動的に t ーブ運輯表示ランプび点な 
し、じーブ運転となります。 

/設定室温を15でが上に上け'ると1 z -ブ運転表示ラン^^ 
V プが消え、たーブ運転び自動的に辭除されます 。 ) 

ス I -ーブ火力調節「自動」運輯時に、微か义力でち室温び設定室温より上昇する場合、設定室 
温より約3で上昇ずると自動的に消乂し、設定室温まで下びると点火動作に入ります。これを 
くり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 



t - ブ 




室温設定ボタンにより希望の室温設定後、た一： 7' 運輯ボ 
タンを巧しでください。 

tz - ブ運転表示ランプび点なし、じーブ運輯となります。 
じーブ運輯ボタンを再度}甲すことによりじ"-ブ運転表示 
ランプび消え、たーブ運転辭隙となりまず。 


室溫設定による自動運転の他に、火力調節つまみによる手動义力調節び巧能です。巧のよラにしでください< 



•ウイングポケット内の乂力調節つまみを「微か」から r 大 J 
の間のご希望の位置に含ねせでください。 

乂力調節つまみの設定火力で臟焼します。 


■おのが態 


ス I -ーブの据え付けや給排気筒の設置条件で、 
炎は多少変化します。 

•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色し、; 
が啸乂).び混じつてち異常ではありません。 


たーブ運捉 



正常燃饒 


青い炎の中にかし黄色いおか‘混じっている 


誦 


(ま動—調節一ま動運まち) 


高め 


室湿の調節迫動運輯} 




























消乂順序 




運捉スイツチを巧して r 切 J にする 

参"消乂します"の音育と同時に、燃焼表示か7肖なし、「消火 
します」が点なします。 

•消乂後は本体内部が'冷却するまで送風を継続し、約10分 
後に巧流巧送風機か’停止しまず。 


..... —; . , . . 

.1 _:_ '国 ' ' ' ■ . . I . ■ , ... . . ... , . 

I 注意1 2曰な上まをあけるなど長猫間使角しない揚合は.運輯び完をに停化しでから 

電源プラグをコシセシトから抜いでください。 

I 参夕拙のと割ま、必す運転を停止(消义）しでくだざい。 

;参運転停止後、燃焼室が'冷却:（消义表示が消な）するまでは電源プラグを旅かないでくださ 
i し、。ちし旅きまずと、スト〜ブの表面温度び上昇します。 

• . -! . . ■ .. 

■ ■ . . . . . . . . •• • •- • ■ • • 


現を時刻のをわせ方 



1. ウイングポクット内の時計調節スイッチを「時計台せ」 
にします。 

はじめで使用するときや、電源プラグを長時間抜いたと 
きは、時刻表示は一: -- .を表示します。 

2 . 時計調節の「時」•「分」ボタンを押しで現な時刻を含わ— 
せます。 




3 .必す時計調節スイッチを「通萬 J 位置(こちどしでくださ 
い。 


•必す時計調節スイツチが T 通常 J になってしぶことを確認しでください。 

参30秒似巧の停電であれば、瑪通電後を現在時刻を表示しますので時刻含わせの必要はありま 
せん。それな上の停電で、時刻表をが一: 一一•を表示したら時刻含わせをおこなってくださし、。 

















5 .使用方法（使い方) 


タイマーの使用方る 


■運弦時刻のをわせ方 



1 . ウイングポブット巧の時計調節スイッチを「タイマー含 
せ」にしまず。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを}甲しでタイマー点火時 
刻を含わせます。「分」は5分ごとに動きます。 




3 .必す畴計調節スイッチを「通常」位置にちどしでくださ 
し、。これで時刻表示には現在時刻び表示されます。 


■タイ7—運乾方法 


運転入/の 



タイマー 
たツト 



1. 運転スイツチを}甲しで「入」にしでください。 

(燃焼中の場含はそのままです。） 

2. 運転するときのご希望の室温または、乂力に含わせでください。 

3 . タイマーじツトボタンを押しでください。 

"タイマーじツトしました"の音声と同時に、時刻表示 
にタイ7-じツト時刻が'表示され、タイ7-表示「表示 
時刻に運輯します」が^ (燃焼中の揚含は消乂表示「消乂 
します」ち）点灯し、タイマー運転に入ります。 

タイマー運輯をは、タイマー運輯表示ランプが'点なします。 
/この時、巧流巧送風機び10分間運転しますび異常で、 
いま友0ま甘ん。 J 


♦タイマーたツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじツト時刻とタイマー表示「表示時 
刻に運輯します」、タイマー運転表示ランプび表示され続けます。 

参燃焼中にタイマーたツトボタンを巧すと、ス I フ''は自動消乂し、運転を停止します。 


•タイマー運転は、運転スイツチび「入」になっていないと運転が開始されません。 
•外出時など、留守をに燃焼を開始するよラなタイマー忆ツトは、絶対じしないでください。 




5 .使厢方法（使い方) 


■タイマー運乾の解除 



>タイマーじツトボタンを巧します。 

タイマー表示か7肖なし、時刻表示に現在時刻か*表示され 
(時計動作コ□ン点滅）、タイマー選輯び解除されます。 
I このままであれば点乂表示「点乂します」び点なし、白 
動的に運輯を開始します。運転を停止する場含は、運転 
スイツチち「の」にしでください。 


午後 ILhilLI. 

■タイマーたツト時刻.現在時刻の巧認 

•タイマーたツト時刻の確認 

•時計調節スイツチを「タイマー合せ」に含わせます。 



午前 


S：EIIJ 


時計表示にタイマーじット時刻 
び表示されまず。 


参現在時刻の確認 

-時計調節スイツチを「時計をせ」にをわせます。 


[時計台せ J 


すを IU 


： 3D 


時計表示(こ現在時刻か’表示され 

— " d , ■ 

まず。 - 


>確認後、時計調節スイ、シチは、必す「適常」位置にちどしでください< 


参省電カスイツチを「當電カモード」にじツトしでおくと、タイマー運範中および運転停止時 
に表示部を消なしで、消費電力を1 W に節約できまず。 


■使用方法 



• 「省電カモード」にすると、營電カランプか'点なし、自 
動的に表示部を消なします。（運輯巧のじットは、運転 
停止後約2秒で表示部を消なします。） 

参表示部か7肖灯をに、いすれかのボタン操作をおこなラと 
1分間表示部び点なします。 


待機時省電カスイツチの使用方法 


通常 




待機時省電力 





5 •使用方る(使い方)__ 

r 白己診断モニタについで 


ストーブにトラブルび発をすると、トラブルの力巧び設定室温表巧に記号表示（自己診断モニ 
夕）されまず。 

この場含記号表示の内容を、ス i ブ左側面に®刷された自己該断モニター覧表、または21〜22 
ぺージ「故障•異常の見分けちと処置ち法 J をご覧の上、必要な処置をしでください。 


〈白己診断モニター覧表〉 


モニタサイン 

異常状態 

化ット備 

モニタサイン 

異常状態 

化ツト脯 

EO 

機巧サー S スタ温度異常 

E 

EA 

燃焼巧送風機異常検出 

E 

販売店に連絡 

E 1 

途中消火 

EC 

ルームサーモ 短絡 

E 2 

不着 乂 

Ed 

巧流巧送風機異常検出 

E 3 

巧震作動 

EF 

空気サ ー= スタ温度異窜 

E 4 ， EO 

過熱防化装置作動 

EH 

表示サー S スタ温度巽常 

E 5 

排気營抜け検知作動 

PI 

ポッ h す熱不足 

P 

販売圓こ連経 

E 6 

ルー ムサ ーモ 断線 

P 2 

ポット温度低下 

E 7 • E 9 

停電検出 

P 3 

ポット異常過熱 

E 8 

疑似火炎 

P 5 

墓板不良 


• IJ 它ツトちを 

E . 運転スイツチをいつたん「切」じし、再び「入 J にしでください。 

P . 電源プラグをいつたん抜き、30砂後に再び入れ直しでください。 

X ごを意 

EO や EH 表示の直後に点火操たをすると、 E 4表示びでることがあります。4〜5分冷却 
した後に、点义操作をしでください。 


使用上のを意 


本書の「特にミ主意しでいただきたいこと、安をのために必ずお守りください」の他に、巧の項 
目についでちを意しでください。 

•クリ~ニンク'店、美容院などの化尊薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成裁 
培に使巧しないでください。 

♦雲か'舞をしたとき、霊（誘導雷）により一時的な過電圧か力、かってち、過電圧防止装置力《機 
器を保護するしくみになっでいます力 《 、大きな雷（直撃雷など）の場合は、輩ろ部品を損傷 
する恐れびありますので、電源プラグをコンじントから抜いでください。 
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6 •まき 装置 


. このス I ブにはなのよラな安を装置力 《 ついでいます。 

すべでの安を装置は、異萬び取り除かれでち再度点乂操作をしなければ運転は停止したままです。 


安を装置 

原因*作動結果 

処置ちま 

巧震白動消义装置 
U こヨ 辰示） 

•強い地震や衝擊を受けたとさ 

-自己診断モニタ If 3 1表示 
-自動的に消义 

♦地震によってた動した場含、周 
囲の可燃物、機器の損傷、油漏 
れ、給排気筒のはすれなど異常 
びないことを確認しでから再点 
义しでください。 

. • 

] 

( 

苗乂安全装置 

燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

If ZI 表示 • ら？表示^ 

、（遗中消义）（不着乂）ノ 

♦点乂 S スをしたとぎ 
♦遠中失义をしたとぎ 
♦おか’異常にルさいとぎ 

〇 

-白己診断モニタ! f /1表示または 

1んご展示 
-自動のに消火 

♦日窜の点検-手入れ （18 〜20ぺ 
ージ参照）をしでから点火操作 
をしでください。 

•なおち異常ろ*ある揚合は、お買 
い求めの販売店にごす目談くださ 
い。 

f 

亭電安全装置 

'rm 表示•に引表示\ 

(30 秒な上）1^5砂が上、 

い0砂未満ノ/ 

•停電したとぎ 

•電源ブラヴび抜けたとき 

ク 

-通電後自己診斷モニタ k ご71表示 
または(り？ 1表示 
-自動的に消火 

• \ E ~1 1の場含、時計などのじット 
をしでから、点义操作をしでく 

• !巧1の攝合、通電後点乂操作を 
しでください。 

♦電源プラグを確認しでください。 

過熱防止装置 
願 防止サ-モ スタ、リト おで 
サーモスタツ ト 1版 C 
(1 れ'ほたは 1 が;'陵お） 

•巧流巧送風磯のフィルタやスト 
ーブの前面か>ふさか‘つたとを 
♦ストーブの前面に障害物などび 
あると含 

〇 

‘自己診断モニタ1 PV 1または1 fG 1 

-自動的に消乂 

♦原因を巧り陈いでか 
をしでください。 
/サーモスタツト：155て 
した揚含は、 IJ じツト 
を巧しでください。 

b 点乂操作 

:び作動\ 
、ボタン 

ち 



\ タン J 


•停電したときの再通電直後（臣互または医置]表示）点火操作をすると店固表示びおることび 
ありますが、これはス I -ーブの温度び一時のに上昇するためで、異萬ではありません。4〜 
5分を却した後に、点乂操作しでください。 





7 •その他の装置 


装置のさ称 

原因，作動結果 

処置ち法 

排気管抜け検知装置 
(巧表示） 

•が気管の接続部がはずれたとき 
•排気管抜け検が用リード線がは 
‘ずれたり、断線したとき 

〇 

-自己診敞モニタ L £ 互 J 表示 
■ストーブの運乾を停止 

•給排気筒および掛気菅の接続部 
に、はすれ‘ゆるみびないか確 
認しでください。 

♦排気管抜け検知巧リード線のゆ 
るみまたは、はすれ • 切れがな 
し、か確認しでくださし、。 

_{が気管巧け 

ねじ て •一 [横知巧リード 線 J 

燃焼巧送風機異常 
検出装置 
([ら勺陵示） 

• 回範数か’異常に低下したとき 

ク 

-自己診断モニタ1と7?1表示 
•ストーブの運輯を停止 

• 異常低下の原因を取り際いでか 
ら点火操作をしでください。 
♦なおち異常か’ある場合は、お買 
い求めの販売店じごホ目談くださ 
い。 

対流巧送風機異萬 
検出装置 
(| Ed 辰示） 

♦回転数か’異常に巧下したとぎ 

ク 

• 自己診断モニタ1ら1表示 
•ストーブの運輯を停止 

• 異常低下の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしでください。 
•なおち異常か‘ある場台は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 
い。 

過電流防止装置 

•内部配線のショートにより過電 
流が流れたとき 

ク 

-電流ヒユースカホリれ、すべでの 
運転を停止 

♦お買い求めの販売店に修理を依 
頼しでください。 

(表示部を消阿） 










8 •日常の点検-寺入れ 
1 点検、寺入れのとさの注意 


点検•手入れは消乂後、ストーブ'が十分ちえでから、必す電源プラグをコンた 
ントから抜いでおこなつでください。 

A 注意 I 電気部品の分解や巿販品との交換は絶巧にしないでください。 


点検、ま入れの必要項§、時期、方法 


■周囲の巧燃物（使用ごと） 

• ta ミま意 I ストーブの周圓は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでくださし、。 

■ほこり•巧れ（使用ごと） 

参ほこりやちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危険です。 

ストーブはいつも清潔にしてご使巧ください。 


■油をれ•巧のたまり•ミ由のにじみ（使巧ごと） 

♦置台-ミをタンクに油もれ-油のたまりやミ由のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
また、給油の隙にこぼれたなミをはよくふきとつでください。 

•ミをちれのある場台は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 


■コム製送油管の点検•交換の目ま（シ-ズンのネリめ） 

• r ご注意1 ゴム製送油管は、屋かで使巧しないで < ださい。 

匡巧での使巧は禁止されでいます。 

•屋内でゴム製送ミを管を使巧しでいるときは、膨溜、収縮、変質、変形、ひび割れびないか確 
認し、欠点のあるときは交換しでください。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■油タンク（シーズンの巧め、適時） 

•油タンク内はかやごみか T こまりやすいちのでず。給油のとき、点検しでください。 

油タンク内のか抜ぎおよび掃除は、ミをタンク巧属の取扱説明書に従っておこなってください。 









8 •曰常の点検-手入れ 



■給排気筒の接続部のゆるみ及びトツプの周囲(月に1回程度) 

参給排気筒およびトツプの周囲に障害物が'置いでないか、と塞どぎ点検しでください。 

♦給が気筒びつまりますと、不完全燃焼をおこします。シーズン初めには必す点検し、くちが 
巣をつくつたり異物か*入ったりしでいると苦は、必ず掃除しでください。 


給が気筒 



( P 40 4種 D ) 


•給排気筒および排気管の接続部が'はすれたり、 
排気管抜け検知巧リード線びはすれたり、敞 
線しでいない力、点検しでください。 

•給排気筒を一度取りはすしで、再び取り巧け 
るとき、排気管の接続部の部にはめこんであ 
る0リンヴび破損しでいないか確かめでくだ 
さし、。 

.. .......... ...... ... •,.：'：. :，..ぃ...:.- . ' . 

♦破損しでいた場含は、お買い求めの販売 

店に交換を依頼しでぐださい。 

..•••••• . • . . . . 


■定油面器のストレーナの掃除 （適時） 

参定油面器には、ごみを蹄くためのストレーナか*ついでいます。 

ごみびたまると、灯油の流れを妨げで、不着乂や違中消乂の原因となります。 
なのよラに掃除しでください。 



1. 油タンクの送油バルブを閱じでください。 

2. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの層紙を差しこんで、 
油ガイドを作り、その下に容器を置いでストレーナの 
止めねじをゆるめではすしでください。 

定油面器のちれたなミをやごみが'を部流れ化ます。 

3•ストレーナを耳ヌり出しで、きれいなな油の中ですすぎ 
巧いをしでください。（かで洗わないでください。） 


!組み立てるときは . 

•ストレーナゴムノスッキンを忘れめようにじでくだ 
.さい。:’ 

•ストレーナを逆に入れないでくださし、また、底 
部（黒色）が'必ず左横になるよラに取り付けでく 

::'だきい。:.:::::.......^:::...: 

•ストレーナの止めねじを固く締め付けでください。 
:•油もれびないか確認しでください。 











8 •曰常の点検•寺入れ 


■巧流用送風機のフィルタの掃除（測こ 1 回が上） 

•フィルタびごみやほこりで目ブまりすると、送風力び弱くなり排気温度上昇やストーブの表 
面溫度カリ!昇する原因になります。〔過熱防止装置（過熱防止サーモスタツト (95 で）.サーモ 
スタツト （155 で））または機巧サーミスタの働きで運転び停止する場合があります。〕 

運転を停止しでから、次の要領でストーブ裏面のフィルタの掃除を巧ってください。 

フアンフィルタ 

1 .左図の矢巧のよラにフィルタを上に引き出し、ストー 
ブ裏面から取りはすしでください。 

2 •フィルタに付着したほこりを掃除機で吸い取ってくだ 
さい。 

3.掃除が'終わりましたら、ちとどおりに取り付けでくだ 
さい。 




参 G 么ミ主意 I フィルタをはずしたまま運輯しないでください。 

巧流巧送風機のフィルタをはすした状態で運転しますと、力ーテンなどを巻ぎこんで义災に 
なるおそれびあります。また手などをふれるとけ力ぐをするおそれがあります。 

■地震な どの 災害が 発生したとさの点検について 

•地震などの災害カタ発ちし、ストーブに振動や衝擊び如わったときは、運転前に必すなの点検 
を巧っでください。 

•給が気筒まわりのはすれ、漏れの確認 
• な油配管からの漏れ確認 

点検で異常かな^つかった場含は、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 



9.定期点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検が必要です。 [ 

2シーズンに1◎程度、シーズン終3後などに、お買いあげ店または修理資格者〔(お）日本扫油 
燃焼機器保巧協舍 （ TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習舍修3■者（石ミを機器按術管理 
±)など〕のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 ： 









單源プラグをコンたントに差しこんでいない 

強い地麗か’あった。または、スト 

送迎パルブが閱まっている 
= r ム製送油管に空気だまりびある 
定油面器に水、ごみの目ブまり 
給排気筒の設置わ《基準適りでない。排気管び長すぎる 
が流巧送風磯のフアンフィルタにほこり がた まった 
温風峽出□の前に障害物か•ある 
給排気筒工事不適当のため逆風現象がある 
ルームサーモおが位置び悪し、 

給が気筒のつまり 
巧ちれか’ある 

給が気筒接続部か 1ますれでいる 
が気营巧け検知巧リード線端ろ接続のゆるみ 

フレーム□ッドにすすが多量に巧雇した ♦ 

長時間停電があった （30 秒な上 -E 7表示） 

停電か‘あった（己秒が上30视未満 - E 9表示） 

給排気筒トツプ先端がおおわれでいる 参 

輩源輩氏 ( AC 100 V ) び低くなっている 


■使巧中に異常カタありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のねからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくの：] 


10•が障•異常の見分け方と処置方法 






I 

■ 


I 目 






すぎまか‘ある。 


ブに衝撰をちえた 


次のよラな現象は故障ではありません。 


修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


初めで使用するとき、煙やにおいびで 
る。 


ずぐに点火しない。 


燃焼開始時や消乂後に「ピチピチ J と 
いラ音びずる。 


耐熱璧料やほこりび焼けるためです。 
しばら < 窓をあけで換気をしでください。 


す熱点火ちすのためす熱時間び2分程度必要です。 
(予熱時間は室温により多少変化します。） 


本体の部か’熱により膨張、収縮するためです。 


点义時にポンと音びする。 


点乂するときに発をする着乂音で、異常ではありません。 




点乂時•消乂時 
















10 •が障•異常の見分け方と処置方法 


■—■■■■■ 

baa—aar 

F ii 

■■Bai 

—■■■s 


P 3 ページの么を意「輩源の接続 j の内容を点検する 


おおつでいるをのを取り除く 


再度点火操作をする 


設定室温、時刻などを它ットし泻厦点火操作をずる 


すすをおり除く（販売店に修理を依頼する) 


給排気筒接続部のはすれを直す 
ゆるみを直す 


ちれ力巧を締め直す(販売店に修理を依頼する) 


給が気筒を掃陈する 


適正な位置に取0がけ直す 


給排気筒のおり付けを適正じする 


障害物を巧0除< 


フアンフイルタのほこりをブラシなどで掃踪する 


薑寧遍りに設置する 


送油バルブをし昕ストレ-ナをはすし、臟する。游ンクのがをあく - 


コ*ム製送油管を振る。山形になつでいる巧は平に直す 


送ミをノツレブを開く 


P 20 「地震などのが害び発生したときの点検についで J の 
点検頃目を礎認し、運輯スイッチを巧し直し巧点乂する 


コンじントに確実に善しこむ 


□ナお客様ごホ目談窓□にご連絡ください。※設定室温表示(こ自己診斷モニタび表示されます。 


，燃 

青炎の中に黄色い炎(巧义)び混じる 

異常ではありません。 

1 

時 

給排気筒の巧端から連続的に白煙が出る。 

が気温が低くなると、排気ガスをに含まれでいるか分が凝結 
しでか蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

み 

な;'をぎれの際、一瞬炎び大きくなつで消乂する。 

巽萬ではありません。 

の 

他 

停電したときの再通電直後 （ rrri また 
は巧引表示）点火操化をすると、 IT 巧 
表おび出ることがある。 

停電によりストーブの温度か‘一時的に上昇するためで、 
異常ではありません。4〜5分ち却した後に、点义操作 
しでください。 


巧流巧送風機のフィルタ目詰まりや、 
遍風吹出□の障害蜘で EO や E H 表お 
の直後し点乂操作をすると、阿表/で 
びでることがある。 

ほこりや障害物でストーブの温度カター時的に上昇ずるた 
めです。ほこりまたは障害物を取除いで、4〜己分冷却 
した後に、点乂操作をしでください。 


黒煙を化しで燃える 


炎び大きくならな S 


室温び低いのに义び 
大ぎ<ならない 


電源び入らな S 


爆発的な燃焼をする 
ななのにおいびする 


音をたでで燃える 


ガラス円筒がすすけ 
る 


(ポット温度お下) 


11111 M 










































には、お買い巧めの販売店または、修理資巧畜〔(お)曰本石油燃焼機器保守協 
をでおこなラ按術管理講習食修了着 （5 油機器按術管理±)など）のいる販売 
店にご相談ください。 

部品交換はコロナ純正部品とご指定ください。 

部品ご入巧の際には、つ亡]ナ製品取扱販売店で必す コロナ 純正部品とご指定ください。 

純正部品が外の部品をご使巧になりますど、性能が十分に発揮されないばかりか、ストーフ、、 

を損傷したり思わめ妻故の原因になります。 

, '' ■ ' ... • !"* * ： 

. ■ . . ............ ... . . '...r . : . 

iSi 替•劣化しやずい部品（交換び必要な部品） 

C 加,! ,"‘1 ム i ; 川献川::::ぶ:;，:。;ふ!し;北:ぶ^^^ 

•長期間の使巧により消病-堯化しやすい部品 

バーナヘッド-パーナヘッドリング.点义ブラグ•フレーム□ッド 
•変質*不純な油の使用により奠化しやすい部品 
フレーム□ッド-気化筒.電磁ポンプ 


12•保管（長期間使用しない場含) 


おしまいになると妾は、曰常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管し 
でくださし、。 


1•電源プラグをコン它ントからおいでください。 

を意 J 長期間使巧しないとさは、電源プラグを抜いでください。 

备巧タンクの送油バルブを閱じでください。 

3•フイルタの掃陈をしでください。 口0ぺ-ジ参照） 

4•定油面器ののな油をずべで巧き取ってください。 (19 ペ^ジ参照) 

5 •本化のごみやほこりを取っでください。 

• 掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6•本化をしめらせた巧で巧れ を落としでから、からぶきしでください。 

7 •ストーブはおえなけたまま保管しでください。 

•温風吹出□や背面の フイ ルタにほこりなどか*たまらないよラカバーなどをかけでください。 
•どラしでち巧りはすしで保管されるときは、ポリ袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしな 
いよラおしまいください。 

•次シーズンに据え巧けるときには、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 
•取扱説明書ち大切)に保管しでください。 


■11 










使 用 


.... 六 


..す 


料 


101 


発 

熱：.‘;; 

熱 

就 .:; 


溫暖地 

標草適室—— — 
■ ■ 暮冷地 


EUlKiig 用 I 

I —— ^ 



FF-GX68f<5 


気化す-屋巧巧 • 強制給排気お • 強制が流お 


電気点乂式 


な油 ( JIS 1号な油） 


0.766 L/h 

0.200 L/h 

28,370 kJ/h 

7,410 kJ/h 


86.0 % 


6.78 kW 


87.5 % 


.80 kW 


木 造29•日が （18 置）まで 

コンクリート39.己がに4置）まで 


木 .造 29.5 が （18 置）まで 

コンクリート46.0がに8置）まで 


高さ600 mm 幅696 mm 奥行238圆（置台を含む) 


26咕 . 


電源電圧及；坪商波;数' 

100 V 50/60 HZ 

相，;;;.を::;;;お:;.:;';:;と;::.:點お 

定1 ' 格消賣電力'' 

最大消費電力（点乂時） 860/860 W 
燃焼時消費電力 31/33 W 

給排気筒の型式の袖び 

QU 4-6 A 

給排気筒の呼.び；替 

D 40 

給排気筒の壁賃通部の弗淫 

ホ巧111 




26crc が下 


5 A •15 A 


巧震白動消义装置 • 点乂安全装置‘燃焼制御装置.停電安全装置•過熱防止装置 


過電流防止装置•排気管扳け検知装置 
燃焼用送風機異诸検出装置 I 対流话送風機異萬検出装置 


給排気筒トップ1個-スリーブ1個 • 遮熱板1個.ふたカバー1個 I 
本体固定を具2個*コ’ム製送油管締付ノンド2個 


備害）標準適室は、社固ま人•曰本ガス石油機器工業舍の算定薑準によります。 






































13 .仕様 













































14•アフターサービス 


■保証について 

•このコ□ナ石;'をストーブには保証書力 《ついでい まず。 

保証書は、必ず「お買いとげ曰.；販売店ち」などが記入をお確かめの^え!'販売担からお受け取 
りください。巧容をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

参保証期間は、お買い上げ日から1年間（本体）です。（燃焼部かは3年間） 

•巧のよラな原因による故障及び、事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでミ主意しでく 
ださい。（詳しくは保証書をお読みください。） 

■変質なミ由や不純な油など、またな油が外の燃料使巧による故障や事故。 

■誤った使巧ちまによる故障や重故。 


呂岩居岩 


マ vri ン 






14 •アフターサービス 


■修理を依頼されるときについで 

• r 故障 • 異常の見分けちと処置ち法」 （21 ’22ページ）にしたびってお調べぐださい。直らないと 
きは、ご使巧を巧让し、必す電源プラグを抜いでから、お買い上げの販売店にご連絡ください。;. 
•ご連絡いただきたい内容は次め通りです。 

①品咨③型式の呼び⑤お買い上げ曰④故障の状巧(出来るだけ真化的に);， 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびって、販売店び修理させ 
でいただきます。 

参保証期間び過ぎでいるときは、.修理ずれば使巧できる場さには、ご希望により有料で修理させで 
いただきます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記 
載されでいる「お客様ごす目談窓日」にお問い含わせぐださい。 

•修理料をは、巧術料•部品代 • 出張料などで構成されでいまず。^ 

■補修馬性能部扇についで 

讀当なは、この製品の補修巧性能部品を製造巧ちのり後、7年保有しでいます。 

参捕修巧性能部記とは、その製記の磯能を維持するために必蟹な部品です。’ 

■故障•修理の際の連絡巧 

♦お買い上げの販売店または、この目が及説明書の襄表紙に記載されでいる「お客穂ご相談窓 CJ に 
ご連絡ください。 


15•据え付け __ _ 

W 据え巧け工事は販売店に依頼する m 


据え付けや移動工事は販売店または据え付け業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


据え巧け場所の遷定及び標準据えがけ例 ■ 


据え巧けじついでは、义がを防条例、輩気設備に関する技術畐準などま韦の薑準びあります。 

工事説明書(工事編)の「特にを意しでいただきたいこと(安をのために必すお守りくださいりをお読 
みになり、販売店又は据え付け業畜とよくご相談しでください。 

また、「標準据え巧け例 j については、下図を参照しでください。 
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•テしビやラジオから1 m が上離しでください。 

•点検•寻入れのためストーブ左ちの離隔距離は、 20 cmj ^ 上にしでください。 

参熱に弱い力一ぺツトや床の上で長時間使巧ずると、愛色したり、そり返ることがあります。 
ストーブ前面下側に巧属の遮熱板を取巧けてください。 

個個の r ミ主意ちらし」を参照しでください。） 


•側ち障害物は、両側にあっでちよいか 1 S 排気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cm が上とって 
ください。 

•前ちに媽や建物か'ある場合は給排気筒先端と前ち障害物との距離は60011が上離し、かつ上方 
および両側方に気流を阻止する障書物; V ないよラにしでください。 

参給排気筒下面は地面から 20 cm が上離すようにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先 
端び雪でふさびれるおそれのない高さを確保しでください。 

•木造の建物で壁たソタルラス張り、ワイザラス張り、まだば盡属お張りをしである場所に 
給排気筒を通ずときは、それらの盡属部に接しないよラに電気的絶嶽をし t くださし V 

•壁(こ巧をあける場含、壁の巧部にある電気配線. ガス‘ 水道の配營 f こおたらない場所を選 

んでください。..::...;:尸 


〔7ントルピースなどに設置する場合のストーブ周囲寸法〕 



給が気筒を延長する場含の注意 


給排気筒を延長する場含は、3 m 3巧びりが下でおり巧けられる場所を選定しでください。 


積雪地区における注意 > 


•積雪の多い地ちでは、積雪時に給排気筒び雪でふさがれないよラな取巧場所を選定しでください。 
また、風力《よどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


据え巧け後の確認 1 


据え付けが'終ねりましたら、をラー度、工事説明書(工事編)の「特にミ主意しでいただ苦たい こと 
(安きのために必すお守りください)」をお読みになり、工事説明書(工事編）に記載されでいる 
とおり据え付けられでいるかどラかを確認しでください。 









⑤下げで抜く 


年!/むに合わせでください の上げで抜く 



■遮熱おの取巧け方法 

1 . 前面ガードを取りはずします。 

図の①部を持ち上げで□ッド下側を抜 
善、なに②部を下げで□ッド上側を抜 
くと、⑤前面ガードカず手前に回転しで 
はすれます。 

2 . 遮熱板を取り巧けまず。 

取りがける□ッドの位置（下から8本 
目と10本目）と中/むを確認し‘、□ッド 
を少し巧しながら遮熱板をはめ込みます。 
ほラろラ加工を痛めますので、□ッド 
の押し過ぎにま意しでください。 

3 . 前面ガードを取り付けます。 

はすした時とは逆の手順で、□ッド上 
側から差込み、持ち上げで下側を差化 
みます。 


•位置を間違えますと、遮熱の効果び得られません。圧しく取り巧けでくださし、。 


試運琼 


試運転は販売店または据え巧け業著とごいっしょに必すおこなってください。 

■運転準備 

• ^ま意 I 電源プラグをコンたントに根元まで確実に善しこんでください。 

•ミ由タンクに給ミ由し、送ミを経路の空気抜さをしでください。 

•送ミ由経路やストーブより油ちれ力 《 ないか確認しでください。 

•安全装置を t ットしでください。 （9 ぺージの安全装置のたットを参照しでください。) 
•タイマー運転になっでいませんか。 


15•おそがけ 


遊熱板の取が方を 


>遮熱板はストーブ前面の床面の温度上昇をおぐちの写ず。 

熱に弱いカーぺツトやなの上で長時間使巧ずると、変色したりそり返さ)ことがありまず。 
床面の温度上昇び氯になる場含、下図のよラに遮熱板を前面ガードに取りなけで；ください。 



5ゾに入つ 
ていること 
を確認する 


下から W 本目 下から8本目 
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■選乾 



運乾スイツチを巧しで r 入"こする 

•"点乂します"の音声と同時に「点乂します」が'点なします。 

• r ごま意 I 巧めでお使いになるとぎは、耐熱蜜料などび 
焼けで煙と臭いび化まず。窓をあけで部屋の換気をしで 
<ださい。 

•約2分後、点义表示か'消灯し、燃焼表示び点なします。 




•異常びなければ、义力調節つまみを「微少 j 〜「大」に設定 
しでください。 

•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ义） 
びまじつでち異常ではありません。 


■消义の寺順 



運輯スイツチを巧しで r 切"こする 

•"消义します"の音声と同時に燃焼表示がう肖なし、「消乂し 
ます」が点なします。 

参消乂後は本体内部か"冷却するまで送風を継続し、約10分 
後にが流用送風機び停止すると同時に表示部びすべで消 
なします。（省電カモードの場を） 


•正常運輯しない場ちは、21 -^22 ぺージ「故障’;異常の見分けちと処置方法：」,を参照しで 
ください。 

参長期間の保管後、再び設置する場をち「試選輯」の字順にしたびい、試運転をおこなって 
ください。 












メモ 
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